
日
本
共
産
党
の
尾
村
利
成
県
議
、

田
中
は
じ
め
、
舟
木
け
ん
じ
、
た

ち
ば
な
ふ
み
各
松
江
市
議
は
２
日
、

新
春
街
頭
宣
伝
を
行
い
、
「
市
民

と
野
党
共
闘
の
勝
利
・
共
産
党
の

躍
進
で
、
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に

さ
れ
る
政
治
を
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

ま
ず
田
中
市
議
が
、
「
７
月
の

参
院
選
で
野
党
候
補
を
一
本
化
し
、

原
発
の
な
い
日
本
に
変
え
よ
う
。

ど
ん
な
時
も
市
民
と
野
党
の
共
闘

を
大
切
に
断
固
と
し
て
頑
張
る
日

本
共
産
党
の
躍
進
を
」
と
訴
え
ま

し
た
。

続
い
て
、
た
ち
ば
な
市
議
は
、

就
学
援
助
制
度
を
議
会
で
取
り
上

げ
、
申
請
文
書
の
内
容
・
周
知
回

数
が
改
善
さ
れ
た
と
紹
介
。
ま
た

原
発
問
題
で
は
、
現
在
進
ん
で
い

る
住
民
投
票
を
求
め
る
運
動
を
市

議
会
で
認
め
る
よ
う
求
め
て
取
り

組
む
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

舟
木
市
議
は
、
「
岸
田
政
権
の

軍
事
費
拡
大
、
社
会
保
障
の
圧
縮
、

憲
法
改
悪
の
動
き
に
対
し
、
憲
法

を
守
る
市
民
と
野
党
の
共
闘
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
、
新
し
い
政
治
を

実
現
す
る
希
望
の
年
に
」
と
訴
え

ま
し
た
。

最
後
に
尾
村
県
議
が
、
「
今
年

は
コ
ロ
ナ
か
ら
命
を
守
り
、
原
発

ゼ
ロ
の
島
根
を
実
現
す
る
勝
負
の

年
。
７
月
の
参
院
選
で
鳥
取
・
島

根
選
挙
区
（
１
人
区
）
で
の
野
党

統
一
候
補
の
勝
利
と
、
に
ひ
そ
う

へ
い
前
参
院
議
員
の
比
例
議
席
を

奪
還
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま

し
た
。
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日
本
共
産
党
は
４
日
、
党
旗
開

き
を
党
本
部
で
行
い
、
志
位
委
員

長
が
「
党
創
立
１
０
０
周
年
に
ふ

さ
わ
し
い
勝
利
と
躍
進
を
参
院
選

で
勝
ち
取
ろ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

共
産
党
の
主
張
が
ス
テ
ー
ジ
に
上

が
っ
た

志
位
委
員
長
は
、
党
外
の
或
る

政
治
学
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
共

産
党
へ
の
攻
撃
は
、
今
ま
で
は
認

知
さ
れ
な
か
っ
た
共
産
党
の
主
張

が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
た
と
い
う

こ
と
」
と
の
四
中
総
の
感
想
を
紹

介
し
、
「
政
権
交
代
へ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
と
い
う
『
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
』

で
の
困
難
と
い
う
、
党
と
同
じ
捉

え
方
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
は
大
変

心
強
い
」
と
述
べ
て
、
４
中
総
の

読
了
・
討
議
・
具
体
化
を
訴
え
ま

し
た
。

党
へ
の
新
た
な
期
待
を
確
信
に

広
く
国
民
へ
訴
え
を

志
位
委
員
長
は
、
「
赤
旗
」
日

曜
版
の
新
春
対
談
で
の
「
自
称
、

ま
っ
と
う
な
保
守
」
の
方
と
の
対

談
を
紹
介
し
、
野
党
共
闘
に
誠
実

に
取
り
組
む
姿
、
気
候
危
機
と
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
と
い
う
世
界
と
日
本

の
大
問
題
の
訴
え
が
信
頼
と
共
感

を
広
げ
て
い
る
と
語
り
ま
し
た
。

外
交
・
経
済
で
日
本
の
新
し
い
進

路
を
訴
え
る

志
位
委
員
長
は
、
米
中
の
覇
権

争
い
が
強
ま
る
下
で
岸
田
政
権
が

米
国
に
追
随
し
、
敵
基
地
攻
撃
能

力
の
保
有
や
憲
法
９
条
改
定
に
踏

み
出
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
厳

し
く
批
判
、
「
破
局
的
な
戦
争
に

つ
な
が
る
軍
事
的
対
応
で
な
く
、

紛
争
の
平
和
的
解
決
の
努
力
の
積

み
重
ね
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。

日
本
経
済
の
進
路
に
つ
い
て
志

位
委
員
長
は
、
「
赤
旗
」
元
日
付

で
対
談
し
た
東
京
大
学
、
本
田
由

紀
教
授
か
ら
の
「
市
民
に
響
く
訴

え
を
」
と
の
問
題
提
起
を
踏
ま
え
、

「
新
自
由
主
義
か
ら
転
換
し
『
や

さ
し
く
強
い
経
済
』
を
つ
く
ろ
う
」

と
訴
え
て
い
こ
う
と
述
べ
ま
し
た
。

世
代
的
継
承
で
の

た
し
か
な
前
進
と
発
展
の
芽

志
位
委
員
長
は
、
昨
年
、
民
青

同
盟
員
が
増
え
た
こ
と
を
紹
介
し
、

「
民
青
同
盟
発
展
の
可
能
性
が
大

き
く
広
が
っ
て
い
る
。
世
代
的
継

承
の
事
業
を
成
功
さ
せ
、
若
い
力

を
迎
え
入
れ
な
が
ら
参
院
選
勝
利

を
勝
ち
取
ろ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

最
後
に
志
位
委
員
長
は
、
「
日

本
共
産
党
の
１
０
０
年
は
ど
ん
な

迫
害
や
逆
境
に
も
あ
き
ら
め
ず
た

た
か
い
抜
い
た
１
０
０
年
、
情
勢

の
激
動
を
科
学
的
社
会
主
義
の
立

場
で
開
拓
・
探
求
し
て
き
た
１
０

０
年
。
沖
縄
で
の
政
治
戦
勝
利
、

参
院
選
勝
利
で
党
創
立
１
０
０
周

年
に
ふ
さ
わ
し
い
年
に
」
と
訴
え

ま
し
た
。

(1)

参院選勝利で実現を！

そ
ろ
っ
て
新
春
街
頭
宣
伝

尾
村
利
成
県
議
、
松
江
市
議
団

中
国
電
力
島
根
原
発
２
号
機
の

再
稼
働
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票

の
実
現
を
め
ざ
す
「
ど
う
す
る
島

根
原
発
？
み
ん
な
で
決
め
る
松
江

の
会
」
は
４
日
、
住
民
投
票
条
例

制
定
の
た
め
の
直
接
請
求
署
名
を

松
江
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
提
出

し
ま
し
た
。

同
会
に
よ
る
と
、
集
ま
っ
た
署

名
数
は
、
市
内
の
有
権
者
（
16
万

６
７
６
８
人
）
の
７
・
２
％
に
あ

た
る
１
万
１
９
６
１
人
。
直
接
請

求
が
成
立
す
る
法
定
署
名
数
３
３

３
６
人
（
有
権
者
の
50
分
の
１
）

に
対
し
、
３
・
６
倍
の
署
名
が
集

ま
り
ま
し
た
。

同
会
共
同
代
表
の
岡
崎
由
美
子

弁
護
士
、
秋
重
幸
邦
・
島
根
大
学

前
副
学
長
が
署
名
提
出
後
に
記
者

会
見
。
「
コ
ロ
ナ
禍
で
困
難
な
状

況
の
中
、
多
く
の
方
に
賛
同
い
た

だ
い
た
」
と
述
べ
、
「
条
例
の
制

定
に
よ
り
、
松
江
市
に
対
し
て
住

民
が
判
断
す
る
た
め
の
情
報
と
機

会
の
提
供
を
求
め
る
と
と
も
に
、

市
長
や
議
会
の
判
断
に
あ
た
っ
て

住
民
の
意
思
・
意
向
を
反
映
さ
せ

た
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。
今
後

に
つ
い
て
は
、
市
議
会
で
の
審
議

に
向
け
、
議
員
へ
の
働
き
か
け
を

強
め
、
市
議
会
と
市
長
に
対
し
、

住
民
投
票
条
例
を
可
決
し
、
市
民

の
意
向
を
問
う
住
民
投
票
の
実
施

を
求
め
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

市
選
管
に
よ
る
有
効
署
名
数
の

審
査
と
縦
覧
期
間
（
１
月
21
日
か

ら
27
日
）
の
後
、
条
例
制
定
の
直

接
請
求
。
市
長
は
受
理
後
、
20
日

以
内
に
市
長
意
見
を
付
し
て
条
例

制
定
案
を
市
議
会
に
提
出
し
ま
す
。

住民投票を求める署名を
提出する岡崎、秋重共同代表

『
党
創
立
１
０
０
周
年
』
参
院
選
で
勝
利
・
躍
進
必
ず

党
旗
開
き
志
位
委
員
長
あ
い
さ
つ

住
民
投
票
請
求
署
名
を
提
出

島
根
原
発
２
号
機
再
稼
働
問
う

コ ロ ナ か ら 命 を 守 る
原発ＮＯで故郷を守る


